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新型コロナウイルス感染症
ワクチン接種について

１．医療従事者
２．高齢者施設入所者及び従事者
３．65 歳以上の高齢者 ( 昭和 32 年 4 月 1 日以前に生まれた方 )
４．基礎疾患を有する方 ･ 高齢者施設等の従事者
５．上記以外の方　※現時点では 16 歳未満は接種の対象外です

接種券について
接種対象となる方には、封筒に入った接種
券が個別に送付されます。

◆ワクチン接種等に便乗した詐欺に注意！
　保健所や自治体の職員を装い ｢ 高齢者を対象に PCR 検査とワクチン接種ができる。予約金
が必要だ ｣ 等として、金銭を要求する電話が確認されています。

●接種にあたり予約金等の手数料を求めること

● ｢優先的に接種できる ｣等と言うこと

接種スケジュール
接種は、国や県が定めるスケジュールに
沿って実施します。高齢者の方には 4 月下
旬以降に接種券を発送します。

接種会場
●個別接種の場合：町指定の医療機関
●集団接種の場合：はあとぴあ

当日必要な物
●接種券
●予診票 ( 記入を済ませて )
●本人確認書類(運転免許証、健康保険証等)

接種回数
● 1 人 2 回接種
●接種の間隔は 3 ～ 4 週間あける

新型コロナウイルスのワクチン接種は無料です！
県や市町、保健所、医療機関等が、次のことを行うことは絶対にありません。

▶不審な電話やメールは、すぐ切るか無視してください。
▶不安に思ったときは、遠慮なくご相談ください。

【消費者ホットライン】　☎ 188
【警察安全相談電話】　☎♯ 9110

◆新型コロナワクチンについて知ってほしいこと
●新型コロナワクチンは、発症を防ぐ効果が認められています。

● 新型コロナワクチンは、あなた自身だけでなく、医療機関の負担を減らすための重要な

手段にもなります。

● 新型コロナワクチンに限らず、どんなワクチンでも副反応が起こる可能性があります。

●ワクチンの承認後も、継続的に安全性を確認します。

●新型コロナワクチンの接種には、優先順位があります。

●新型コロナワクチンは、誰もが無料で受けられます。

●ワクチンについて正しく知ったうえで、判断しましょう。

新型コロナウイルス感染症 ワクチンの接種について

※ 高齢者以外の方はワクチン供給体制に合わせて、順次
接種券を発送します。

※ 原則として、住民票がある市町村での接種となります。

【首相官邸ＨＰ】
新型コロナワクチン

について

　町では、町民の皆さんへの円滑なワクチン接種に向けて準備を進めています。
　ワクチン接種に関する概要やスケジュール等については、下記のとおりです。

●メールを送り予約手続きを求めること

●マイナンバーや口座情報を求めること

予診票について
● 接種をスムーズに受けるため、事前に記

入してお持ちください。
● 何らかの疾病により治療中の方は、予防

接種を受けてよいか、あらかじめ主治医
にご相談ください。

ワクチン接種の優先順位

封筒見本

接種券見本

予診票見本

ワクチン接種には、必ず予約が必要となります。
町では、予約受付のコールセンターを設置しますので、接種券到着後に
電話やインターネット等で予約してください。

この情報は、3 月 16 日時点でのものです。
最新の情報や詳細な情報については、町ホームページにてお知らせします。

町ホームページ
新型コロナ対策

※コールセンターの連絡先は、決定次第お知らせします。
※医療機関への直接予約はできません。

接種には予約が必要です！

その他

お手元に届く書類の見本 皆さまのお手元には、案内やお知らせと合わせて下記の
｢ 接種券 ｣、｢ 予診票 ｣ が送付されます。

※ 忘れると接種できません

※ 太枠の中は必ず記入してください。
　記入がない場合、接種できないことがあります。

感染症に関するお問い合わせ　町健康福祉課　　☎0770‐32‐6713

厚生労働省新型コロナワクチンコールセンター　☎0120‐761770
県新型コロナワクチン接種相談センター　　　　☎0776‐20‐2210

ワクチン接種
に関する
相談窓口
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〜
美
浜
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
皆
さ
ん
へ
〜

医
療
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う

■
美
浜
町
の
医
療
費
は

県
内
で
最
も
多
い
額

　

国
民
健
康
保
険(
国
保)
は
、
加
入
者
の

皆
さ
ん
が
お
金(

保
険
税)
を
出
し
合
っ

て
、
病
気
や
ケ
ガ
に
な
っ
た
と
き
に
安
心

し
て
医
療
を
受
け
る
た
め
の
助
け
合
い
の

制
度
で
す
。
皆
さ
ん
が
治
療
等
を
受
け
た

際
に
医
療
機
関
で
支
払
う
自
己
負
担
分
以

外
の
医
療
費
は
、
こ
の
保
険
税
か
ら
ま
か

な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

美
浜
町
の
医
療
費
は
、
年
々
増
加
し
て

い
る
傾
向
に
あ
り
、
美
浜
町
の
一
人
当
た

り
の
医
療
費
は
県
内
で
最
も
多
い
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
は
約
52
万

円
で
県
内
平
均
よ
り
約
10
万
円
も
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
か
ら
、
国
保
の
会
計
は

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

国
保
は
皆
さ
ん
の
保
険
税
を
財
源
と
し
て

運
営
し
、
皆
さ
ん
の
安
心
し
た
毎
日
の
暮

ら
し
を
支
え
る
も
の
で
す
。

　

自
身
の
医
療
の
か
か
り
方
に
つ
い
て
、

い
ま
一
度
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
国
民
健
康
保
険
と
は

医
療
費
を
抑
制
す
る
に
は

医
療
機
関
の
最
適
な
受
診

健
康
意
識
を
高
め
よ
う

　

医
療
に
か
か
る
前
に
、自
分
の
健
康
状

態
を
把
握
し
て
疾
病
予
防
に
努
め
ま
し
ょ

う
。そ
の
た
め
の
支
援
と
し
て
国
保
や
町
で

は
次
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
特
定
健
診･

が
ん
検
診

　

40
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
し
た｢

特
定

健
診｣

と
20
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
し
た

｢

が
ん
検
診｣

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、毎
年
3
月
頃
に
受
診
希

望
調
査
票
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、希
望

日
を
回
答
の
う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

②
健
康
教
室･

健
康
相
談

　

町
で
は
、す
べ
て
の
町
民
の
方
を
対
象
に

食
事
や
運
動
に
関
す
る
健
康
教
室･

健
康

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
の
健
康

づ
く
り
の
第
一
歩
と
し
て
、ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

③
人
間
ド
ッ
ク
助
成

　

35
歳
以
上
の
国
保
被
保
険
者
を
対
象

に
、
人
間
ド
ッ
ク･

脳
ド
ッ
ク
の
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。(

関
連
第
19
頁)

①
重
複
受
診･

頻
回
受
診･重

複
服
薬
を
防
ぐ

　

重
複
受
診
と
は
、
体
の
調
子
が
悪
く

な
っ
た
と
き｢

同
じ
症
状
な
の
に
す
ぐ
に

回
復
し
な
い｣

等
の
理
由
で
、複
数
の
病
院

を
か
け
も
ち
で
受
診
す
る
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
で
初
診
料
や
検
査
費

用
が
か
か
る
た
め
、医
療
費
が
か
さ
ん
で

し
ま
い
ま
す
。

②
か
か
り
つ
け
医･

薬
局
を
も
つ

　

重
複
受
診･

服
薬
等
を
防
ぐ
に
は
、
が

か
か
り
つ
け
医･

薬
局
を
も
つ
こ
と
が
重

要
に
な
り
ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
医･

薬
局
が
あ
れ
ば
、す
ぐ

に
相
談
や
受
診
が
で
き
る
ほ
か
、こ
れ
ま
で

の
病
歴
や
個
人
の
体
質
、薬
の
飲
み
合
わ

　

医
療
費
を
抑
制
す
る
に
は
、
大
き
な
病

気
や
け
が
を
防
ぐ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
皆
さ
ん
が
最
適
な
受
診
行
動
を
と
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
自
身
の
健
康
意
識
を
高
め
て
、

疾
病
予
防
に
努
め
る
こ
と
も
効
果
的
で

す
。
町
で
は
、
食
生
活
と
運
動
で
取
り
組

む
健
康
づ
く
り｢

げ
ん
げ
ん
歩
楽
寿｣

を
推

進
し
て
、
町
民
の
健
康
増
進
を
図
っ
て
い

ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は

お
持
ち
で
す
か
？ 

みほん

●
身
分
証
明
書
と
し
て
使
用
可
！

※ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
後
に
別
途

登
録
が
必
要
で
す
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で便

利
に
！

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
る
こ
と
で
、

次
の
よ
う
な
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
を
安
全
に

受
け
ら
れ
ま
す
。

各媒体からの申請方法

　

 

顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
と
し
て

使
用
で
き
ま
す
。

●
民
間
の
サ
ー
ビ
ス
で
も
使
用
可
！

　

 

住
宅
ロ
ー
ン
や
不
動
産
取
引
等
の
オ

ン
ラ
イ
ン
契
約
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
等
で
利
用
で
き
ま
す
。

●
健
康
保
険
証(

※)

と
し
て
使
用
可
！

　

 

令
和
3
年
3
月
か
ら
健
康
保
険
証
と

し
て
使
用
で
き
ま
す
。

　

(

対
応
し
て
い
る
病
院
に
限
り
ま
す)

●
確
定
申
告
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
！

　

 

パ
ソ
コ
ン
と
Ⅰ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

が
無
く
て
も
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
を
使
用
し
て
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で

手
続
き
が
で
き
ま
す
。

　

( 

対
応
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
限
り
ま
す)

■ 申請から約1ヶ月後に ｢交付通知書 ｣が届き、町住民環境課の
窓口でマイナンバーカードを受け取ることができます。

300,000

350,000

400,000

450,000

500,000
敦賀市若狭町 県平均美浜町

平成30年度平成29年度平成28年度平成27年度平成26年度

( 円 )

出典：厚生労働省 ｢ 国民健康保険事業状況報告 ( 事業年報 )｣

■1人当たりの医療費の推移

せ
等
を
把
握
し

た
上
で
、
状
況

に
応
じ
た
最
適

な
診
療
を
行
っ

て
く
れ
ま
す
。
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美浜町のニュース
MIHAMA NEWS

■ お問い合わせ先
　町土木建築課
　(担当･野原泰夫)
　☎32‐6707

福井県美浜町･琵琶湖北西地域
道路整備促進期成同盟会 設立総会を開催

結
ぶ
道
路
の
建
設
を
求
め
る
期
成

同
盟
会
の
設
立
総
会
が
、
は
あ
と

ぴ
あ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
建
設
を
目
指
す
の
は
、高

島
市
マ
キ
ノ
地
区
ま
で
山
中
を
ト

ン
ネ
ル
等
で
抜
け
る
最
短
約
6
㎞

の
道
路
で
、原
子
力
災
害
時
の
避

難
道
路
や
観
光･

産
業
の
振
興
、県

境
を
ま
た
ぐ
交
流
促
進
等
、多
く

の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

総
会
に
は
、
国
会･

県
議
会･

町

議
会
の
各
議
員
や
町
内
関
係
団
体

の
代
表
者
ら
約
40
人
が
出
席
し
ま

し
た
。
設
立
趣
意
が
確
認
さ
れ
た

後
、
規
約
や
組
織
、
事
業
計
画
等

2

の
議
案
が
承
認
さ
れ
、
戸
嶋
町
長

が
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

戸
嶋
町
長
は｢

原
子
力
発
電
所

の
緊
急
時
対
応
充
実
強
化
の
必
要

性
や
北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
に
よ

る
観
光
へ
の
経
済
効
果
波
及
等
、

広
域
で
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
気
運

が
高
ま
っ
て
い
る
。
滋
賀
県
に
も

道
路
の
必
要
性
を
訴
え
、
必
ず
実

現
さ
せ
た
い｣

と
話
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
令
和
2
年
度
か
ら
国

の
補
助
金
を
受
け
て
ル
ー
ト
の
選

定
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
令
和
3

年
度
か
ら
は
国
や
県
へ
の
要
望
活

動
や
両
地
域
の
住
民
交
流
等
を
進

め
て
い
く
予
定
で
す
。

月
28
日
に
、
美
浜
町
新
庄

地
区
と
滋
賀
県
高
島
市
を

↑祝辞を述べる髙木毅衆議院議員(左)、山崎正昭参議院議員(中)
　滝波宏文参議院議員 ( 右 )

↑開会のあいさつをする戸嶋町長

■ お問い合わせ先
　町まちづくり推進課
　(担当･伊藤)
　　　☎32‐6701

NPO法人｢ふるさと福井サポートセンター｣が
｢ふるさとづくり大賞｣団体表彰を受賞

と
福
井
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー｣

が
、

｢

ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞｣

団
体
表

彰(

総
務
大
臣
表
彰)

を
受
賞
し
、

3
月
1
日
に
町
役
場
で
町
長
か
ら

表
彰
状
等
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
賞
は
、
ふ
る
さ
と
を
よ
り
良

く
し
よ
う
と
活
動
す
る
団
体
や
個

人
を
表
彰
し
て
い
る
も
の
で
、
今

回
の
団
体
表
彰
に
は
同
法
人
を
含

め
て
全
国
か
ら
13
団
体
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
法
人
は
、
高
齢
化
等
の
影
響

で
増
加
し
て
い
る
空
家
を
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
設
立
さ

れ
、
町
と
連
携
し
な
が
ら
全
国
的

に
増
加
し
て
い
る
空
家
問
題
に
つ

町

い
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
、
空
家
と
移
住
希
望
者
を
結

び
つ
け
る
マ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー
の

開
催
や
所
有
者
に
空
家
の
利
活
用

の
早
期
決
断
を
促
す
サ
イ
ト
の
開

設
等
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

同
法
人
の
北
山
大
志
郎
理
事
長

は｢

長
年
の
活
動
に
よ
り
美
浜
モ
デ

ル
の
空
家
対
策
が
全
国
的
に
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。今
後
も

町
と
協
力
し
て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い｣

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

戸
嶋
町
長
は｢

今
回
の
受
賞
は

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う

若
者
に
も
響
く
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↑戸嶋町長とふるさと福井サポートセンターの皆さん

↑空き家マッチングツアーの様子

3月にリニューアルオープン
　町では、情報化が進み高度化 ･ 多様化する閲覧者のニーズに対応する
ため、行政ホームページのリニューアルを実施しました。ぜひ、新しくなっ
たホームページをご覧いただき、日々の生活にご活用ください。

新しいホームページの特徴

大きな字とアイコンで見やすいデザイン1

　誰が見ても知りたい情報にたどり着けるサイトとなるよう、
多世代に配慮した見やすいデザインや情報分類の整理、記事に
たどり着くための動線等を考慮しています。

知りたい情報を探しやすいサイト構成2

知ってほしい情報をＰＲするレイアウト3
　新型コロナウイルスや災害等の町民の生命 ･ 財産を守る情報、
ふるさと納税や応援クルー制度等の町外の方へ周知する情報等、
知ってほしい情報をＰＲできるレイアウトとなっています。

便利な ｢手続き申請ナビ ｣や ｢一時保存 ｣4
　町の手続きや申請等をまとめて検索できる ｢ 手続き申請ナビ ｣
や気になる記事を保存しておくことができる｢一時保存｣機能等、
便利な機能も追加されています。

町ホームページ

↑ 申請手続きナビでは、希望する
申請手続きをチェックすることで、
対応した記事が検索できます。

美浜町公式ホームページを
リニューアルしました

※お問い合わせ先　町まちづくり推進課(担当:中瀬)　☎32‐6701


